
筑波大学（学士課程） 

1 
 

日本語読解 （受講可能レベル： J7-8） 
 
【概要】  
大学の授業に必要な読解能力のトレーニングを行う。要約、キーワード抽出、同一テーマの
記事探しを行った上で、参加者間で議論を行う。 
 
【到達目標】  
学類の授業で必要となる読解力の養成を目的とする。現代日本の問題点について、広い分野
の文章を読み、要約、意見を述べながら、理解を深められるようになる。また、日本の歴史・
文化、日本人の考え方などについての文章を理解する上で必要となる背景知識の理解がで
きるようになる。 
 
【授業計画】  
(1) 限られた時間内で内容を理解する。 

(2) 同年代の日本人が理解している語彙力を身につける。 

(3) 日本人の常識・文化背景などを理解する。 

(4) 参加者によって授業の内容が変わることもある。 

(5) 自分の読解力を自己評価する。 

第 1回 オリエンテーション 
テーマ A 資料の理解(内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッション 

第 2回 テーマ B 資料の理解(内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッショ 
     ン、教室外課題 1 
第 3回 テーマ C資料の理解(内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッション 
第 4回 テーマ D資料の理解(内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッショ 

ン、教室外課題 2 
第 5回 テーマ E 資料の理解(内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッション 
第 6回 テーマ F資料の理解(内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッショ 

ン、教室外課題 3 
第 7回 テーマ G資料の理解(内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッション 
第 8回 テーマ H 資料の理解(内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッショ 

ン、教室外課題 4 
第 9回 テーマ I 資料の理解(内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッション 
第 10 回 テーマ J 資料の理解 (内容把握,語彙・文型の理解)、情報共有、ディスカッショ 

     ン、教室外課題 5 
 
【使用教材】  
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初回授業で指示する。  
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日本語聴解 （受講可能レベル：J7-8） 
 
【概要】  
大学の授業に必要な聴解能力のトレーニングを行う。聞いて理解できる語彙・表現を増やす
とともに、話し手の意図を汲み取り、予測する力を身につける。 

 
【到達目標】  
大学で行われる授業を理解するために必要な聞く力を身につける。 

やや専門的な、さまざまな分野・トピックの話を聞いて、理解できるようになる。 

話し手の意図を理解すること、話の展開を予測しながら聞くことができるようになる。 

聞き取った内容をまとめ、他者にわかりやすく伝えることができるようになる。 

 
【授業計画】  
授業計画、授業内容は変更する可能性がある。変更の際は事前に連絡する。 

第 1回 オリエンテーション 

              トピック 1 言語・文化（1） 語彙、内容の聞き取り・理解の練習 
第 2回 トピック 1 言語・文化（2） 語彙、内容の聞き取り・理解の練習 
第 3回 トピック 1 言語・文化（3） 語彙、内容の聞き取り・理解の練習 
第 4回 トピック 2 社会問題（1） 語彙、内容の聞き取り・理解の練習 
第 5回 トピック 2 社会問題（2） 語彙、内容の聞き取り・理解の練習 
第 6回 トピック 2 社会問題（3） 語彙、内容の聞き取り・理解の練習 
第 7回 トピック 3 現代カルチャー（1） 語彙、内容の聞き取り・理解の練習 
第 8回 トピック 3 現代カルチャー（2） 語彙、内容の聞き取り・理解の練習 
第 9回 トピック 3 現代カルチャー（3） 語彙、内容の聞き取り・理解の練習 
第 10 回 確認テスト 

フィードバック 
 
【使用教材】  
授業の際に資料を配布する。 
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日本語演習 （受講可能レベル： J7-8） 
 
【概要】  
大学生活に必要な公の場における日本語でのコミュニケーション能力、やや抽象的な問題
についての口頭発表及びレポート作成能力を身につけることを目的とし、ディスカッショ
ン及びプレゼンテーションを重視したプロジェクトワークを行う。 

 
【到達目標】  
専門分野について、また、やや抽象的な内容に関する公の場での口頭発表能力(発表、質疑
応答、司会等)を高める。 

専門分野について、またやや抽象的な内容について深いディスカッションができることを
目指す。それを通じて、知識を広げ、考えを深める。 

自ら課題設定を行い、達成のための方策を施行し、検討する力を養う。 

口頭発表とレポートの文体の違いを意識する。 

 
【授業計画】  
(1) 日本語の読解教材を課題として前の週に渡し、設問の回答を考えてくる。 

(2) 読解教材の回答についてディスカッションを行う。その後、ディスカッション内容に 

    ついて、5 分程度の短い発表を行う。 

(3) レポートで用いられる文体・文型・表現を学習する。 

(4) 25 分程度の長さで質疑応答を含めたプレゼンテーションを行う。 

   クラスサイズによって最終発表に要する回数が変わるため、スケジュールが多少変更 

   される場合がある。 

第 1回 オリエンテーション 
自己をより理解してもらうための自己紹介練習 

第 2回 ショートスピーチ 

読解教材 1 

ディスカッションの方法 1 

第 3回 ショートスピーチ 

     ディスカッションの結果報告 
読解教材 2 ディスカッション 

ディスカッションの方法 2 

第 4回 ショートスピーチ 

     ディスカッションの結果報告 
読解教材 3 ディスカッション 

ディスカッションの方法 3 
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第 5回 ショートスピーチ 

ディスカッションの結果報告 

最終発表に向けたアウトラインと主題文の作成 

第 6回 ディスカッションの結果報告 

     読解教材 4 ディスカッション  

     ディスカッションの方法 4     
第 7回 （ショートスピーチ） 

ディスカッションの結果報告 

読解教材 5 ディスカッション 

ディスカッションの方法 5 

第 8回 （ショートスピーチ） 
ディスカッションの結果報告 

読解教材 6 ディスカッション 

最終発表の準備 1 
第 9回 最終発表の準備 2 

第 10 回 最終発表 

 
【使用教材】  
適宜ハンドアウトを配布 
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日本語作文 （受講可能レベル： J7-8） 
 
【概要】  
短作文練習と宿題のフィードバックと講義を通して、レポートの構成や表現を学び、作文力
を身につける。 

 
【到達目標】  
日本語のエクササイズを通して、わかりやすく、正確に書くことができる。 

仲間(ピア)とのコミュニケーションを通じて、大学生活で「書く」ために必要なことばと表
現を学び、レポート作成ができる。 

 
【授業計画】  
学生の日本語レベルや専門によって変更する可能性がある。   

第 1回 オリエンテーションとレベルチェック 

              大学におけることばとコミュニケーション 

第 2回 【情報を探す】 情報倫理・著作権(+生成 AI) 

第 3回 【情報を伝える】 主張と根拠のメモを書く 

第 4回 【理解を深める】 アウトラインを書く 

第 5回 【発表を準備する】ポスターを書く 

第 6回 【発表する】 質問・コメントを書く 

第 7回 【情報を引用する】レポートを書く 

第 8回 【内容を検討する】ピアとレポートを読み合う 

第 9回 【形式を点検する】レポートの表現や形式を整える 

第 10 回 最終レポートとピア評価(全体の振り返り) 

 
【使用教材】  
毎回、PowerPoint等で作成した教材を使用する。 

※受講生による購入は、必要ありません。 

1. 大島弥生・大場理恵子・岩田夏穂・池田玲子 (著),『ピアで学ぶ大学生・留学生の日本 

 語コミュニケーション』ひつじ書房 


